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企業会計の手法で、 

平成18年度末の財政状況を公表します。 
企業会計の手法で、 

平成18年度末の財政状況を公表します。 
　市では、毎年２回、市民の皆さんに財政状況を公表しており、平成１８年度決算の状況については、
すでに「広報なか・１１月号」にてお知らせしております。
　今回は、平成１８年度末のバランスシートおよび平成１８年度中の行政コスト計算書をご報告します。
これは、すでにお知らせした平成１８年度決算について、企業会計的な手法から財政状況を公表するも
のです。
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【資産の部】
５８，４９１，６５３１　有形固定資産
３，１９３，２６０（１）総務費
１，９５８，０７２（２）民生費
２，５００，８１４（３）衛生費

０（４）労働費
２，４２６，９４５（５）農林水産費
３９４，６１６（６）商工費

２７，９８２，６２２（７）土木費
１，４９２，５３８（８）消防費
１６，７５０，４９１（９）教育費
１，７９２，２９５（１０）その他

（１８，３５６，４４７）（うち土地で所有するもの）
４，７６６，８８１２　投資等
１，８７５，６４５（１）投資および出資金
９９，８６７（２）貸付金

（３）基金
１，９６６，６２４①特定目的基金
６４０，０００②土地開発基金

０③定額運用基金
２，６０６，６２４基金計
１８４，７４５④退職手当組合積立金

２，８４２，８９９３　流動資産
（１）現金・預金

９１９，１７２①財政調整基金
６１９，３８３②減債基金
７１４，４５６③歳計現金

２，２５３，０１１現金・預金計
（２）未収金

５６２，８６１①地方税
２７，０２７②その他
５８９，８８８未収金計

６６，１０１，４３３資産合計

※債務負担行為に係る補償等（本表に計上したものを除く）
①物件の購入に係るもの ４２９，７７３千円　
②債務保証および損失補償に係るもの １，８２０，０００千円　
③利子補給等に係るもの ０千円　

借　　方

資産合計 ６６，１０１，４３３

【負債の部】
２１，５７９，４５９１　固定負債
１７，５５９，２６１（１）地方債

（２）債務負担行為
０①物件の購入等

１０，１６４②債務保証または損失補償
１０，１６４債務負担行為計

４，０１０，０３４（３）退職給与引当金
１，７９４，０８４２　流動負債
１，７９４，０８４（１）翌年度償還予定額

０（２）翌年度繰上充用金
２３，３７３，５４３負債合計

貸　　方

負債・正味資産合計 ６６，１０１，４３３

【正味資産の部】
５，２５３，０５９１国庫支出金
１，８０８，６８７２都道府県支出金
３５，６６６，１４４３一般財源等
４２，７２７，８９０正味資産合計

（単位：千円）
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
平
成　

年
度

１８

末
現
在
の
時
点
で
、
市
に
ど
れ
だ
け
の

財
産
や
借
金
が
あ
る
か
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
左
側（
借
方
）

は
、
市
の
資
産
が
平
成　

年
度
末
の
時

１８

点
で
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
道
路
や
学
校

等
の
有
形
固
定
資
産
、
貸
付
金
等
の
投

資
等
、
預
金
や
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

未
納
の
税
金
等
の
流
動
資
産
に
分
類
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
右
側（
貸
方
）は
、
平
成　

年
１８

度
末
の
時
点
で
ど
の
よ
う
に
資
金
を
確

保
し
て
き
た
の
か
を
示
し
て
い
ま
す
。



広報なか３月号広報なか３月号３３
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４，１２０，８２３１　人に関するコスト
３，８８７，１０４（１）人件費
２３３，７１９（２）退職手当引当金繰入等

５，１９７，５０４２　物に関するコスト
２，５０３，６３４（１）物件費
２２７，２１８（２）維持補修費

２，４６６，６５２（３）減価償却費
５，５６６，７８６３　移転支出的なコスト
１，８４４，１２２（１）扶助費
１，３９０，９０６（２）補助費等
２，０８７，９０６（３）繰出金

２４３，８５２
（４）普通建設事業費
　　（他団体等への補助金等）

４６５，２７２４　その他のコスト
０（１）災害復旧事業費
０（２）失業対策費

４３２，９８３（３）公債費（利子分のみ）
０（４）債務負担行為繰入

３２，２８９（５）不納欠損額
ａ １５，３５０，３８５行政コスト

【行政コスト】

ｂ ９９７，３４１１　使用料・手数料等
ｃ １，７９２，４４６２　国庫（県）支出金
ｄ １１，７７１，０３０３　一般財源
ｅ １４，５６０，８１７収入合計（ｂ＋ｃ＋ｄ）

ｆ ３２６，９５４
４　正味資産国庫（県）
　　支出金償還額

３６，１２４，５０８５　期首一般財源等

▲４６２，６１４
　　差引（ｅ－ａ＋ｆ）
　　一般財源等増減額

４，２５０　　調整額
３５，６６６，１４４６　期末一般財源等

【収入項目】

（単位：千円）

　

市
が
実
施
す
る
事
業
に
は
、
公
共
事
業
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が

含
ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
１
年
間
の
限
ら

れ
た
予
算
の
な
か
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
年
間
の
決
算
書
の
み
で
、
市

の
事
業
の
経
費
の
財
源
や
、
資
産
の
状
況
を

ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
は
困
難
で
す
。
例
え

ば
、
学
校
を
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
１

年
間
の
決
算
書
に
記
さ
れ
た
金
額
以
外
に

も
、
学
校
の
校
舎
の
建
築
費
用
な
ど
の
よ
う

に
、
建
築
し
た
年
度
の
決
算
書
に
記
さ
れ
た

経
費
を
用
い
て
現
在
運
営
し
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
市
の
長
期
的
な
財

政
状
況
に
つ
い
て
、
よ
り
適
切
に
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら
、
バ
ラ
ン

１７

ス
シ
ー
ト
お
よ
び
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作

成
・
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等
を
使
っ
て
、「
利
益

の
追
求
」
を
目
的
と
す
る
民
間
企
業
の
経
営

状
態
と
、
市
税
を
も
と
に
「
住
民
福
祉
の
増

進
」
を
目
的
と
す
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政

状
況
と
は
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

　

し
か
し
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等
に
よ
っ

て
、
将
来
の
世
代
の
た
め
に
市
が
こ
れ
ま
で

に
準
備
し
た
資
産
に
つ
い
て
、
財
源
を
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
き
た
の
か
、
よ
り
容
易
に

把
握
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
も
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等

の
作
成
手
法
の
改
善
や
、
公
表
手
段
の
拡
充

な
ど
、
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問い合わせ　

財政課　財政係　�２９８－１１１１（内線５２２）

※このバランスシート・行政コスト計算書は、総務省『地方公共団
体の総合的な財政分析に関する調査研究会報告書』（平成１３年３
月）所収の作成要領に準拠して作成しました。
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書

は
、
市
が
平
成　

年
度

１８

中
に
実
施
し
た
事
業
の

う
ち
、
平
成　

年
度
以

１９

降
に
資
産
を
残
さ
な

い
、
給
付
金
な
ど
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

た
め
、
ど
の
よ
う
な
コ

ス
ト
が
か
か
っ
た
の
か

を
示
し
た
も
の
で
す
。
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　前号では、健診の実施方法、案内方法を中心にお知らせしました。今回は、各種健診の申し込み、健康
診査年間日程表の活用法、各種健康診査個人負担金などを中心にお知らせします。
　ご不明な点につきましてはお問い合わせください。

★申し込み形態は大きく分けて「登録制」と「申し込み制」があります。

申 し 込 み 制登　　録　　制

必　　要不　必　要申 し 込 み
申し込みをされたかたへ健診案内郵送対象地区での健診案内が自動的に届きます。健 診 案 内

○特定健診（旧基本健診）
　※３０歳から３９歳まで

○特定健診（旧基本健診）
　※４０歳以上

該 当 健 診
○乳がん検診
○前立腺がん検診
○肝炎ウイルス検診
○医療機関子宮がん検診

○生活機能評価　※要支援、要介護認定
者を除く６５歳以上

○胸部レントゲン検診
○胃がん検診
○大腸がん検診
○子宮がん検診

市総合保健福祉センター「ひだまり」　健康推進課　成人保健係
�２７０－８０７１（直通）申し込み先

◎毎年、健診の申し込みが必要です。
　「健康診査年間日程表」で日程、申し
込み期間等をご確認の上、お申し込みく
ださい。

◎今年度からはじめて上記の健診を希望
されるかたは、申し込みが必要となり
ます。
（昨年までは職場で受診していたかた、
医療機関で受診していたかたなど）

注　 意

①登録制の健診を初めて希望する際の、日程、会場の確認
②案内が届いた健診日では都合が悪く、別日に変更する際の日程の確認
③申し込み制の健診を希望する際の、日程、会場、申し込み期間等の確認
④社会保険組合等の被扶養者（家族）が、市の健診会場で特定健診を受診する際の日程、会場の確認
� �����������������������������

【注意】市の健診会場で、特定健診を受診希望される場合、必ず健康推進課�２７０－８０７１までご連絡
ください。
特定健診についての案内、受診券発行等は医療保険者からとなります。

１　各種健診の申し込みについて

★健康診査年間日程表は、３月中旬頃に各家庭に配布されます。

２　健康診査年間日程表の活用方法は？

Ａ：平成１９年度、申し込みをしなくてもお手元に健診案内が届いた、または毎年健診案内がお手元に届
いているかたはすでに登録されているかたとなります。登録されているかどうか、ご心配なかたは
お問い合わせください。

�：私は登録されているのかどうか分かりません。健診案内は届くのでしょうか？



広報なか３月号５

市政だより 

（注）６５歳～７４歳のかたで生活機能評価を受診しない場合は、特定健診の個人料金が１，３００円となります。
○受診の際には、「受診券」と「保険証」の提示が必要となります。

� ������������� � �������������

○生活機能評価受診の際は、必ずチェックリストを記入してお持ちください。
○特定健診は各医療保険者が実施します。社会保険組合等の被扶養者（家族）のかたがたの特定健診の料金は、市の料金と
は異なりますので、ご自身の健康保険証の発行元（医療保険者）までお問い合わせください。

問い合わせ

総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課成人保健係　�２７０－８０７１

皆さんの疑問にお答えします。このほか健診に関するご質
問がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

Ａ：　がん検診については、保険種別に関係
なく那珂市民であればどなたでも受診で
きます。ただし、４０～７４歳の特定健診に
つきましては、健診の実施が医療保険者
に義務づけられましたので、那珂市民で
あっても、那珂市国民健康保険以外のか
たにつきましては、那珂市の特定健診を
受診することはできません。

�：社会保険組合等の組合本人が市の健診
を受診することはできないの？ Ａ：　平成１３年度から市の集団検診として肝臓、胆

のう、膵臓、腎臓、脾臓等の病気の早期発見の
ため腹部超音波検診を実施してまいりました
が、皮下や内臓の脂肪、消化管内のガス等に
よって画像がはっきりと映し出されず、「念の
ため再検査をお勧めします」などの文言が入っ
た結果通知をすることが多々ありました。医師
が行う検査であればその場で対応が可能です
が、集団検診で行う場合には医師が不在なため
限界があります。
　そのため、受診者が支払う個人負担金の費用
と検診の効果などを検討した結果、見直しが必
要と判断し、平成２０年度からは腹部超音波検診
については実施しないこととなりました。

�：腹部超音波検査はなぜやらないの？

個人負担金受 診 対 象 者各 種 が ん 検 診

　４００円男性　　女性　　４０　歳　以　上胸 部 レ ン ト ゲ ン

１，０００円男性　　女性　　５０　歳　以　上喀 痰 細 胞 診（注）

１，３００円男性　　女性　　４０　～　７４　歳胃 が ん

　５００円男性　　女性　　４０　歳　以　上大 腸 が ん

　７００円男性　　　　　　５０　～　７４　歳前 立 腺 が ん

　９００円男性　　女性　　　　　４０歳　　　肝 炎 ウ イ ル ス

１，０００円　　　　女性　　２０　歳　以　上子 宮 が ん（集団）

２，０００円　　　　女性　　２０　歳　以　上子 宮 が ん（医療機関）

　９００円　　　　女性　　５０　～　６５　歳マンモグラフィ　１方向

１，５００円　　　　女性　　４０　～　４９　歳マンモグラフィ　２方向

　９００円　　　　女性　　２５　～　５６　歳乳 房 超 音 波

（注）喀痰細胞診検査は、５０歳以上でたばこの本数や自覚症状により必要とされたかたのみの検査
です。

○各種がん検診は保険種別に関係なく、市民のかたであればどなたでも受診できます。

３　各種健診の個人負担金っていくらなの？

個人負担金受診対象年齢（対象者）健　診　名
１，５００円３０～３９歳（那 珂 市 民）

特定健診
（生活機能評価を特定健診と
合わせて実施します）　　

１，３００円４０～６４歳（那珂市国民健康保険）
　　１，０００円（注）６５～７４歳（那珂市国民健康保険）

無　料７５歳以上（後 期 高 齢 者 医 療）
無　料６５歳以上（要支援、要介護認定者を除く）生 活 機 能 評 価
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平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、　

歳
以
上

２０

７５

の
か
た
（
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
一

定
の
障
害
を
有
す
る　

歳
以
上
の
か
た
も

６５

含
み
ま
す
）
を
対
象
と
す
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
が
始
ま
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証

を
一
人
ひ
と
り
に
送
付
し
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
送
付

時
期

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
お

届
け
す
る
時
期
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

■
現
在
、
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の　

歳
以
上　

歳
未
満
の
か
た

６５

７５

○
老
人
保
健
制
度
か
ら
引
き
続
き
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者
と
な

り
ま
す
。

○
市
町
村
へ
障
害
認
定
の
申
請
を
撤
回

す
る
申
し
出
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
は
加
入
せ

ず
、
現
在
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
被
用
者
保
険
の
ま
ま
と

な
り
ま
す
。
こ
の
撤
回
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
後
も
、

い
つ
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
今
後
、
一
定
の
障
害
を
有
し　

歳
に
達

６５

し
た
か
た
お
よ
び
新
た
に
一
定
の
障
害

の
認
定
を
受
け
た　

歳
以
上　

歳
未
満

６５

７５

の
か
た
に
つ
い
て
は
、
申
請
し
て
認
定

を
受
け
る
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

○
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
毎
年

８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月　

日
ま
で

３１

の
１
年
間
で
す
。

○
自
己
負
担
割
合（
１
割
ま
た
は
３
割
）

に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
前
年
の
所
得

に
応
じ
て
判
定
し
ま
す
。

■
今
回
交
付
す
る
被
保
険
者
証
の
取
り
扱
い

○
有
効
期
限
が
平
成　

年
４
月
１
日
か

２０

ら
平
成　

年
７
月　

日
ま
で
の
１
年

２１

３１

４
か
月
間
と
な
り
ま
す
。（
今
回
の

み
の
延
長
で
す
）

○
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年

２０

２０

７
月　

日
ま
で
の
自
己
負
担
割
合

３１

（
１
割
ま
た
は
３
割
）
は
、
現
在
の
老

人
保
健
制
度
の
も
の
が
引
き
継
が
れ

ま
す
。

○
平
成　

年
８
月
１
日
か
ら
の
自
己
負

２０

担
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）
が
前

年
の
所
得
に
よ
っ
て
変
更
に
な
る
か

た
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
７
月
中

２０

に
被
保
険
者
証
の
変
更
等
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
は
、
医
療
機

２０

関
の
窓
口
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■後期高齢者医療の被保険者証送付時期

○平成２０年３月中に１人
１枚の後期高齢者医療
の被保険者証を郵送し
ます。

○現在、限度額適用・標
準負担額減額認定証や
特定疾病療養受療証を
お持ちのかたへは、同
封して郵送します。

平成 ２０ 年４月１
日の時点で７５歳
（一定の障害を有
するかたについ
ては６５歳）になっ
ているかた

７５歳の誕生日の約１か月
前（４月２日から５月１
日までに誕生日を迎える
かたは３月中）に、市町
村から送付されるお知ら
せの各種手続きが済んだ
後、後期高齢者医療の被
保険者証をお渡ししま
す。

平成 ２０ 年４月２
日以降に７５歳の
誕生日を迎える
かた

問い合わせ

�������	
��
��
�����������	
��	�
�����	�����

〒３１１－４１４１　水戸市赤塚１－１　ミオス１階
�３０９－１２１２（制度に関すること）
�３０９－１２１３（被保険者証に関すること）
FAX３０９－１１２６
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老
人
保
健
制
度
は
、
高
齢
者
の
か
た
が

医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
の
負
担
を
軽

く
し
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の

制
度
で
す
。　

歳
以
上
の
か
た
（　

歳
以

７５

６５

上
で
一
定
以
上
の
障
害
を
持
つ
か
た
を
含

む
）
が
対
象
で
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で

は
、
医
療
費
の
１
割
（
現
役
並
み
所
得
者

の
か
た
は
３
割
）
を
ご
負
担
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

◆
那
珂
市
の
老
人
医
療
の
動
向

　

平
成　

年
度
の
那
珂
市
の
老
人
保
健
の

１８

総
医
療
費
は
、
約　

億
円
で
し
た
。
受
給

４７

者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一
人

当
た
り
医
療
費
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
、　

％
減
少
の
約　

万
円
と
な
り
ま
し

０.１

７４

た
。
こ
れ
は
茨
城
県
内　

市
町
村
中　

位

４４

１６

の
高
さ
で
あ
り
、
県
平
均
の
約　

万
円
を

７２

上
回
る
金
額
で
す
。

◆
生
活
習
慣
病
を
防
ご
う

　

平
成　

年
５
月
の
那
珂
市
の
老
人
医
療

１９

の
受
診
状
況
に
よ
る
と
、
循
環
器
系
の
疾

患
が
最
も
多
く
、
な
か
で
も
高
血
圧
系
疾

患
で
の
受
診
は
全
体
の
約　

％
に
あ
た
り

２１

ま
す
。

　

ま
た
、
全
体
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
高

血
圧
や
心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣

病
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
日

頃
の
生
活
習
慣
が
引
き
起
こ
す
慢
性
疾
患

で
、
完
治
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
日
頃
か
ら
「
栄
養
」、「
運
動
」、「
休

養
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
心
が
け
る
こ
と
で
、

予
防
す
る
こ
と
も
可
能
な
病
気
な
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
発
病
や
、
症
状
の
悪
化

を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
正
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※循環器系疾患の内訳

割合件数種　　　類
６３．８％１，５２６件高血圧性疾患
１５．６％３７３件脳梗塞
７．７％１８５件虚血性心疾患
１２．９％３０７件その他
１００％２，３９１件計

■医療費の変化

１人当たり費用額医療費受給者数
６９．７万円４８．９億円７，０２２人平成１６年度
７４．５万円４９．９億円６，７０３人平成１７年度
７３．９万円４６．９億円６，３４６人平成１８年度

■上手に
　医療機関等に
　かかりましょう
　健康に留意し、上手に医療機関を
受診していただくことが、医療費の
抑制につながります。皆様のご協力
をお願いします。
①お医者さんのかけもちはやめましょう

複数の医療機関で同じような検査
を行うと、医療費が高くなるうえ、
体への負担も大きくなります。

②定期的に健康診断を受けましょう

定期的に健康診断を受けて、病気
の早期発見や予防に努めましょう。

③かかりつけのお医者さんを持ちましょう

健康や病気について、何でも相談
できるお医者さんを持ちましょう。

④かかりつけの薬局を持ちましょう

複数の病院等から薬を処方される
と、飲み合わせに注意が必要な場
合もあります。かかりつけの薬局
を持って何でも相談しましょう。

⑤健康保険証と老人医療受給者証、健康

　手帳を使いましょう

老人医療受給者証（４月からは後
期高齢者医療被保険者証）には、
そのかたの医療費の自己負担割合
が記載されていますし、健康手帳
には健康状態が記録できます。正
しい医療費の精算と健康管理のた
めに、必ず窓口に提示しましょう。

⑥休日診療等はなるべく避けましょう　

時間外や休日等は、医療費が割高
になります。また、患者が集中す
ることで、急患のかたが受診でき
なくなる可能性もあります。緊急
時以外は、なるべく通常の診療時
間内に受診しましょう。

■非課税世帯のかたが
　入院するときは…
　入院時の食事代は一食当たり２６０
円ですが、非課税世帯のかたは「限
度額適用・標準負担額減額認定証」
を提示すると、所得に応じた減額を
受けることができます。この証の交
付を受けるには、市窓口への申請が
必要です。また、有効期限がありま
すのでご注意ください。

■平成１９年５月の診療状況

割合件数種　　　類
３２．６％２，３９１件循環器系の疾患
１２．９％９４６件消化器系の疾患（胃炎、肝疾患等）
１１．７％８５６件眼および付属器の疾患（白内障等）

１１．６％８５１件筋骨格系および結合組織の疾患
（神経痛、痛風等）

７．６％５５８件内分泌、栄養および代謝疾患（糖尿病等）
２３．６％１，７３７件その他
１００％７，３３９件計
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４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
４
、４
１
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
月
別
に
納
付
す
る
場
合

は
当
該
月
の
翌
月
末
日
が
納
期
限
で

す
が
、
前
納
す
る
と
割
引
に
な
り
ま

す
。（
下
表
参
照
）

○
口
座
振
替
の
早
割

　

保
険
料
の
口
座
振
替
日
は
通
常
は

翌
月
末
日
で
す
が
、
申
し
出
に
よ
り

当
月
末
日
に
す
る
と
月
額　

円
割
引

５０

さ
れ
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
金
融
機

関
、
郵
便
局
ま
た
は
水
戸
北
社
会
保

険
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が

始
ま
り
ま
し
た

　

２
月
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
月
別
納
付
・
前
納
（
一
年
・

半
年
）
が
選
択
で
き
、
前
納
の
割
引

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
市
国
保
年

金
課
国
民
年
金
係
ま
た
は
水
戸
北
社

会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

半 年 前 納一 年 前 納

４月分から９月分または、
１０月分から翌年３月分の保険料４月分から翌年３月分の保険料対 象

１４，４１０円×６か月＝８６，４６０円１４，４１０円×１２か月＝１７２，９２０円毎月納付した場合

８５，７６０円（７００円割引）１６９，８５０円（３，０７０円割引）前 納 し た 場 合

４月３０日または１０月３１日４月３０日納 期 限

※年度途中の各月からでも前納できます。金額等は市国保年金課国民年金係（４月からは市
保険課介護・年金係）までお問い合わせください。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
と
は
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
学
生
の
か
た
に
対
し

て
最
長　

年
間
納
付
を
猶
予
す
る
制

１０

度
で
す
。

　

希
望
す
る
か
た
は
毎
年
度
申
請
が

必
要
で
す
が
、
申
請
方
法
が
一
部
変

わ
り
ま
す
。

○
２
月
下
旬
ま
で
に
平
成　

年
度
分

１９

の
承
認
を
受
け
た
か
た

　

新
年
度
も
在
学
予
定
の
か
た
に

は
、
３
月
下
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら

申
請
書
（
は
が
き
形
式
）
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返

送
す
る
と
、
審
査
の
結
果
に
つ
い
て

後
日
通
知
が
届
き
ま
す
。
在
学
証
明

書
等
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
２
月
下
旬
ま
で
に
承
認
を
受
け
て

い
な
い
か
た
、
新
規
の
か
た

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
証
（
写

し
で
も
可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
を

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
受
給
の
た
め
の
期

間
（
最
低　

年
）
に
は
算
入
さ
れ

２５

ま
す
が
年
金
額
の
計
算
に
は
入
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
将
来
受
給

す
る
年
金
額
を
増
や
し
た
い
か
た

は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
（
追
納
）

が
必
要
で
す
。
追
納
は　

年
以
内

１０

な
ら
ば
可
能
で
す
が
、
３
年
目
か

ら
は
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が

つ
き
ま
す
。
追
納
を
希
望
す
る
と

き
は
、
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金

係
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ず

に
保
険
料
を
未
納
に
し
て
お
く

と
、
不
慮
の
事
故
に
遭
っ
た
と
き

に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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任
意
加
入
者
の
保
険
料
は
口
座
振
替
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る

期
間
は　

歳
ま
で
で
す
が
、
次
の
い

６０

ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は
本
人
の

申
し
出
に
よ
り　

歳
以
降
も
任
意
加

６０

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

の
資
格
期
間
（　

年
以
上
）
を
満

２５

た
し
て
い
な
い
か
た

○
資
格
期
間
は
満
た
し
て
い
る
が
、

将
来
の
受
給
額
を
増
や
し
た
い
か

た

　

希
望
す
る
か
た
は
年
金
手
帳
、
預

金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
市
国
保
年

金
課
国
民
年
金
係
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を

防
ぐ
た
め
、
４
月
に
任
意
加
入
し
た

か
た
か
ら
は
、
原
則
と
し
て
口
座
振

替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。（
す
で

に
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
の
納

付
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

年
金
の
受
給
額
は
据
え
置
か
れ
ま
す

　平成２０年度の年金額は平成１９年度
と同額です。

○老齢基礎年金（年額）

 ７９２，１００円
 （４０年間納付した場合）

○障害基礎年金（年額）

 １級　９９０，１００円
 ２級　７９２，１００円

○遺族基礎年金（年額）

妻が受けるとき（子がひとり）
 １，０２０，０００円
子が受けるとき（子がひとり）

 ７９２，１００円
※子とは、１８歳に達する年度の末
日までの子か、２０歳未満で１・
２級の障害のある子をいいま
す。

�������������������������������������������������������

　

４
月
か
ら
妊
婦
健
診
費
用
の
助

成
回
数
が
２
回
か
ら
５
回
に
増
え

ま
す
。
４
月
１
日
以
降
に
妊
婦
健

診
を
受
け
る
か
た
は
受
診
票
の
交

換
、
追
加
交
付
が
必
要
で
す
。

　

次
の
と
お
り
交
換
、
追
加
交
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

出
産
予
定
日
が
平
成　

年
４
月

２０

１
日
以
降
の
妊
婦

■
期　

間

４
月
１
日（
火
）〜　

日（
水
）

３０

■
場　

所

市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」

■
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、
妊
婦
・
乳
児

一
般
健
康
診
査
受
診
票
つ
づ

り
、
交
換
券

※
ご
不
明
な
点
が
あ
る
か
た
は
、

次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

�
２
７
０
・
８
０
７
１

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�
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予
防
の
基
本
は
「
手
洗
い
」
と

「
う
が
い
」
で
す
。

◇
標
語
◇

　
　☆ 

咳 
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
？

せ
き

○
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
に
は

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を

押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔
を
背

け
て
１
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
ま

し
ょ
う
。

○
鼻
汁
・ 
痰 
な
ど
を
含
ん
だ

た
ん

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
す
ぐ
に
フ
タ
付

き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し
ょ

う
。

○
咳
・
く
し
ゃ
み
が
出
た
ら
、
マ

ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
マ
ス
ク
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
、
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
総
務
企
画
係

�
２
７
０
・
８
０
７
１

� � � � � ��



１０

　

余
暇
活
用
施
設「
し
ど
り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
」

の
運
営
が
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者

２０

制
度
を
導
入
し
、
那
珂
市
か
ら
那
珂
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
代
わ
り
ま
す
。

　

市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
に
つ
い
て

は
廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
「
し
ど
り
の

湯
保
養
セ
ン
タ
ー
」
を
代
替
施
設
と
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
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�
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高
齢
の
か
た
や
お
子
さ
ん
に
対
し
て
低
料
金
で

利
用
し
や
す
く
、
ま
た
、
送
迎
バ
ス
の
運
行
や
売

店
の
新
設
等
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
施
設
隣
り
に
あ
る
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園

内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
は
、
５

月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
オ
ー
プ
ン

ま
で
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
　市経済課農業振興係
　　　　　�２９８－１１１１　（内線２３３）
　那珂市社会福祉協議会　　�２９８－８８８１
　しどりの湯保養センター　�２９６－４７７０

改正後（４月１日から）

２００円市内に居住する６５歳以上
のかた※

４００円一　般

２，０００円
市内に居住する６５歳以上
のかたの回数券

（１２枚つづり）

４，０００円一般回数券
（１２枚つづり）

２００円子ども
（３歳未満は無料）

２，０００円子ども回数券
（１２枚つづり）

※カードを発行しますので最初に利用さ
れるかたは、住所と年齢が確認できる
ものをお持ちください。

改正前

５００円大　人

５，０００円大人回数券
（１１枚つづり）

３００円子ども
（３歳未満は無料）

３，０００円子ども回数券
（１１枚つづり）

※子どもは、小学生以下の
かたです。
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自
主
的
な
防
災
活
動
を
効
果

的
・
組
織
的
に
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
自
主
防
災
会
が
、
平
野
１

区
、
平
野
２
区
そ
し
て
平
野
３
区

で
結
成
・
設
立
し
、
平
野
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
２
月
２
日
、

合
同
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
が
推
進
す
る
自
主
防
災
会
は
、

中
里
地
区
に
続
き
計
４
地
区
と
広

が
り
、
安
心
・

安
全
へ
と
つ
な

が
る
結
束
力
と

連
携
を
深
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
発
足
式
後
に
は
平
野
自

主
防
災
会
連
絡
会
、
那
珂
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、

「
平
野
防
災
防
犯
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

が
開
催
さ
れ
、
日
赤
那
珂
市
地
区

地
域
奉
仕
団
や
平
野
台
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
実
現
し
ま
し
た
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
、
お
互

い
に
交
流
し
な
が
ら
自
分
の
目
線

で
住
み
慣
れ
た
地
区
内
を
あ
ら
た

め
て
点
検
。
各
区
ご
と
に
防
災
ポ

イ
ン
ト
・
防
犯
ポ
イ
ン
ト
を
マ
ッ

プ
に
落
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
の

中
で
防
災
・
防
犯
の
共
通
理
解
を

図
り
ま
し
た
。

問い合わせ
　市生活安全課　原子力行政・防災係
　　　　�２９８－１１１１（内線４４５）



広報なか３月号１１
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４月１日から西消防署（中里９１７－１）は
火災出動時に無人になります
　那珂市は、第１次那珂市総合計画の柱の一つとし
て「安全で快適な住みよいまちづくり」を掲げ、災
害から市民を守るために、消防体制の充実と消防力
の強化を図ってまいります。
　この使命をより迅速に効率的に果たすため、市消
防本部では最先端の技術を駆使した「消防指令セン
ター」を導入しました。これまで以上の災害防止体
制はもちろんのこと、万一発生した災害にも、正確
な情報に基づいた迅速な行動と的確な対応が可能に
なります。
　このことに伴い、複雑・多様化する災害現場に対
応するため、平成２０年４月１日から西消防署職員
は、火災出動時に全員で現場へ出動することになり
ました。このため、火災出動の際は西消防署庁舎が
施錠され、一時的に無人になりますのでお知らせし
ます。

■西消防署玄関に備え付けの「駆けつけ電話」から

市通信指令室につながります

　西消防署が無人の
際、西消防署玄関
（玄関に向って右側）
に備え付けの「駆け
つけ電話（写真参
照）」から市消防本部
通信指令室につながりますので、緊急時は１１９番通
報と同じように話をしてください。受話器を取ると
通話できます。（無人時は、市消防本部通信指令室
が監視カメラで西消防署庁舎を監視します）
　市民の皆様が安心して暮らせるよう２４時間３６５日
サポートしてまいりますので、ご協力をお願いしま
す。

問い合わせ／市消防本部通信指令室

�２９５－２１１１　内線７０

「市総合センターらぽーる」「ふれあいセンターよしの」
「ふれあいセンターよこぼり」にAEDを設置しました
　市総合センターらぽーる、ふれあいセンターよし
の、ふれあいセンターよこぼりに１月１６日、AED
（自動体外式除細動器）を設置しました。
　AEDは、心肺停止状態の人の胸に電極パットを当
て、通電によって救命する機器で、操作手順や使用
方法が音声で指示されます。簡単な講習を受けるこ
とで、一般のかたでも操作することができ、緊急時
に周囲に居合わせた人が使用することで、より迅速

な救命活動を可能にするものと
して期待されています。

■救命講習会を開催しています

　市消防本部では、救命講習会
を開催しています。受講を希望
するかたは、市消防本部警防課
までご連絡ください。

問い合わせ／市消防本部警防課　

�２９５－２１１１　内線５４

ふれあいセンターよしのに
設置されたAED

　財団法人自治総合センターが宝くじの普及広報を
目的として実施している「女性消防隊による安全で
災害に強い地域づくり推進事業」。同助成を受けて
このたび、那珂市女性消防隊（仮称）が法被（３２着）、
活動服（帽子、ベルト、靴１６セット）および軽可搬
ポンプ（１台）を整備しました。
　４月に発足を予定している那珂市女性消防隊（仮
称）が、火災の予防や地域防災の活性化のために大
いに活躍されることが期待されています。

問い合わせ／市消防本部予防課

�２９５－２１１１　内線２８

那珂市女性消防隊（仮称）に
法被・活動服・軽可搬ポンプを整備しました 　　 
はっぴ

■活動服■法被（はっぴ）■軽可搬ポンプ



１２
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　広報なか２月号No.３７（平成２０年２月１２日発行）に掲載しました「那珂市公共
下水道整備計画」（Ｐ１６～１７）の図で、次のとおり誤りがありました。おわびして
訂正いたします。

問い合わせ　下水道課工務係　�２９８－１１１１　内線８３７２

��



広報なか３月号１３

問い合わせ 
生活環境課環境保全係 
�２９８－１１１１　内線２５５ 

上手に車とつきあうエコ・ドライブ
■軽自動車税の課税、納付方法

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の原動機付自転車や
軽自動車の所有者に課税されます。軽自動車税は月割課
税制度がないため、年度の途中での廃車や、所有者の変
更があっても、その年度分の税は４月１日現在の所有者
に課税されます。市役所から送付された納税通知書によ
り５月末日までに金融機関に納付してください。
　なお、口座引き落としを依頼されているかたについて
は通知書のみ発送しますので、口座残高等の確認をお願
いします。
■軽自動車税の税額

■軽自動車関係の届出

　軽自動車を取得、廃車、譲渡した場合や住所等を変更
した場合は次の該当届出先への届け出が必要となります。

■問い合わせ　税務課市民税係　�２９８－１１１１　内線１６５

軽自動車税について

　地球温暖化問題やガソリン価格の高騰で燃費に対する関
心が高まっています。
　「茨城県エコ・カレッジ実践コース」を受講したかたがた
が１１月１２日、社団法人日本自動車連盟（JAF）茨城支部の
協力を得て、エコ・ドライブ実験を実施しました。
　受講者は、円滑な交通の流れと安全を確保しながら、燃
費を向上するエコ・ドライブ方法（環境に優しい運転方法）
を数値等を使って詳しく説明を受けたのち、コース走行で
実践しました。
　「普段の運転による走行での燃費計測」と「エコ・ドライ
ブでの燃費計測」を行い、燃費を比較した結果、平均で４０
～５０％、燃料１リットル当たり走行距離で３キロメートル
程度燃費が向上しました。
　市民の皆様、家計にも優しいエコ・ドライブを心がけま
しょう。

【実験結果】

ドライバー１１人の平均値

社団法人日本自動車連盟（JAF）

http://www.jaf.or.jp/eco/index.htm

エコ・ドライブのポイント

①正しい運転姿勢で、発進時は一呼吸おき、アクセルを
徐々に踏み込む。（ふんわりアクセル）

②先の状況を見て一定速度で走行。
③停止位置を予測しながら、早めに減速。燃料の節約に努
めましょう。

�������	
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○冷蔵庫の庫内は季節に合わせて温度調節をしましょう。

○冷蔵庫は物を詰め込み過ぎないようにし、整理整頓に気

をつけましょう。

届　出　先種　　　類

市税務課
�２９８－１１１１
内線１６５

原動機付自転車（１２５cc以下）・
小型特殊自動車（農耕作業用
含む）・ミニカー

軽自動車検査協会
�２９３－９９８９四輪の軽自動車

茨城運輸支局
�０５０－５５４０－２０１７

二輪の軽自動車（１２５cc超～
２５０cc以下）二輪の小型自動車

税額（円）種　　　類

１，０００一種（５０cc以下）原　

付
１，２００二種（９０cc以下）

１，６００二種（１２５cc以下）

２，４００二輪（１２５cc超２５０cc以下）

軽　

自　

動　

車

３，１００三輪

７，２００乗用
自家用四　

輪

４，０００貨物

５，５００乗用
営業用

３，０００貨物

２，４００被けん引車

４，０００二輪の小型自動車（２５０cc超）

１，６００二輪農
耕
作
業
用

小
型
特
殊
自
動
車

２，４００１，０００cc以下
四輪

３，１００１，０００cc超

１，６００コンバイン

４，７００その他

２，５００ミニカー

８．３km/L通　常　運　転

１２．９km/Lエコ・ドライブ

５７．０％改　　善　　率
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■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　文化体験事業として那珂市文化協
会が主催した新春落語会が２月１日、
市総合センターらぽーるで開催され
ました。３組の出演者の開演を前
に、「どうぞ大いに笑っていただい
て、今年をよい年にしていただきた
いと思います」と那珂市文化協会檜
山正義会長があいさつ。春風亭昇太
さんが登場すると、まずはテレビで
活躍中の話題で大笑い。いつの間に
か落語の世界に引き込まれながら、
満席の会場の皆さんは時の経つのも
忘れ楽しみました。

�������	

�
那珂市文化協会新春落語会

　２月１２日額田小学校で、いきいき
サロンとの交流「すいとんを食べる
会」が催されました。
　高齢者を囲み小学生の司会進行で
行われた会では、合奏や合唱の披
露、カルタなどのゲームを一緒に楽
しみました。また、物が豊富な現在
とは違う戦時中や戦後の生活、食事
の様子についての話がありました。
　今回は具もたくさんのすいとん。
話を聞いた子どもたちは、戦争で物
がなかった頃の簡素な味も想像しな
がら、おいしく食べていました。

�������	
���
額田地区いきいきサロン

　今年で活動１２年目。ボランティア
団体「なかなか塾」が１月２６日、那
珂インター線飯田押敷交差点のフラ
ワーロード花壇にパンジー植え付け
を行いました。作業には、水戸農業
高校・なるみ園の協力も得て約６０人
が参加。色あせた冬の景色に、太陽
の光を浴びた２，５００株のパンジーが
鮮やかに咲き誇りました。
　ボランティア活動をしたいかたを
開放的に受け止めている「なかなか
塾」。環境美化をはじめとしたさま
ざまな分野で活躍しています。

�������	
�
「なかなか塾」花壇植え付け作業

　本米崎小学校の児童が２月１５日、
登下校のときに元気なあいさつを交
わし、いつも見守ってくれる地域の
かたがたを招き、「本米ふれあい集
会」を開きました。
　けん玉、羽根突き、お手玉、カル
タとりなど、地域のかたたちと一緒
に遊びふれあいを深めました。そし
て、会の終わりには記念の花を手渡
すと、「いつもありがとうございま
す。一緒に昔遊びができて楽しかっ
たです」と、日ごろの感謝の気持ち
を伝えました。
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本米崎小学校「本米ふれあい集会」

ぼのした一面をのぞかせた阿木さ
ん。現在、取り組んでいるコーラス
活動にも触れながら、「男性、女性と
もそれぞれの垣根を越えて、最高の
ハーモニーを奏でていきましょう」
とメッセージを投げかけると、会場
は温かな雰囲気に包まれ、阿木さん
の魅力であふれた講演会となりまし
た。
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��
��
 男 と 女 輝いて生きる講演会
ひと ひと

　女性ネットワークなか主
催の「 男 と 女 輝いて生きる

ひと ひと

講演会」が１月２６日、阿木
燿子さんをお迎えして市中
央公民館で開催されまし
た。
　「自分らしく生きるため
に」と題して行われた阿木
さんの講演。「人生の醍醐
味は成熟していくことで
す。そのためには、自分のなかにい
る自分を育てる『育

�

自
�

』が必要。自
分自身を褒め、慈しみ、愛しましょ
う」と自分自身を大切にすることが
自己の成長につながると講演しまし
た。
　夫である宇崎竜童さんとの家庭生
活に話が及ぶと、「「楽しいね」「お
めでたいね」が夫婦の口癖」とほの



広報なか３月号１５

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　スポーツクラブひまわり主催の太
極拳教室が２月３日、市中央公民館
で開催されました。太極拳の王とい
われる美しくて健康的な「８１式太極
拳」を海老根康夫講師が指導。「体重
移動を意識しながらやってみましょ
う」と準備体操も太極拳風で始まり、
最初の構えから教えていただきなが
ら、ゆっくりとした円を描くような
動作を自然な呼吸に合わせて行いま
した。「目的は健康のために」と、無
理なくできる太極拳を参加者全員楽
しみながら学んでいました。
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太極拳教室

　那珂市をもっと知ってもらおうと
２月５日、那珂市観光協会が那珂市
内観光地巡りを開催しました。
　額田山車会館や三島神社のシイ・
鱗勝院のスギ・蒼龍寺のカヤなど市
内に点在する天然記念物をゆっくり
一日かけて見て回った皆さん。今回
は芳野農産物直売所も訪れ、那珂市
産野菜の新鮮さを身をもって実感し
ていました。市内一円を巡った参加
者の皆さんは身近に息づく歴史や文
化を肌で感じることができた一日を
過ごしていました。
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那珂市内観光地巡りが開催

　第２４回鈴木杯争奪那珂市近隣中学
校バレーボール大会が１月２６日、那
珂総合公園と瓜連体育館で行われま
した。この大会は、那珂市近隣の中
学校１・２年生女子が参加して行わ
れる伝統の大会。近隣市町村からは
常陸大宮市、常陸太田市、ひたちな
か市、城里町、東海村の中学校が参
加し、計１８校が白熱した試合を繰り
広げました。
　市内では、瓜連中が第３位に入賞
する活躍を見せ、地元開催の大会を
大いに盛り上げました。
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鈴木杯争奪近隣中学校バレーボール大会

　那珂市国際交流協会主催の国際交
流サロンが１月２７日、ふれあいセン
ターよしので開催されました。市民
の皆さんに外国文化を身近に感じて
いただこうと、会場ではトッド・ト
レフソン＆デキシー・ランブラーズ
がアメリカ音楽（ジャズ）を演奏。
曲の説明や、お話を交えながらの演
奏に皆引き込まれながら午後のひと
ときを過ごしました。また途中休憩
では、外国人の皆さんとのおしゃべ
りや、お茶やケーキでアフタヌーン
ティーを楽しみました。

�������	

国際交流サロン

　統計調査の一層の充実・発展を図
るため１月２４日、県民文化センター
で第４９回統計大会が開催され、市内
から次のかたがたが統計調査功労に
より表彰されました。（敬称略・写真
は出席された受賞者の皆さん）
■経済産業省経済産業政策局調査統

計部長感謝状／今川順子（菅谷）
■県知事表彰／海野幸雄（額田東郷）、
川�重男（中台）
■県統計協会総裁表彰／小笠原保男
（菅谷）、瀬谷一男（杉）、鈴木幸（豊
喰）、渡邊伝蔵（菅谷）

��������	
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第４９回茨城県統計大会開催

　生命の尊さを実感して優しさと思
いやりの心を育んでもらうために今
年度、「人権の花」運動が戸多小学校
で実施されました。
　６年生が大切に育てた花々は初夏
には可憐な花を咲かせ小学校の前庭
を彩りました。またプランター６鉢
を７月２０日、戸多郵便局に贈呈する
地域美化活動にも取り組むみまし
た。協力して栽培した結果、２月１
日には感謝状が贈られた皆さん。当
運動で培った豊かな心で４月からの
中学校生活をスタートします。

�������	
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戸多小６年生「人権の花」運動
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　２月１４日、茨城県市町村会館
において茨城県市長会民間自治
功労者表彰式が行われました。
　那珂市からは１５年の永きにわ
たり民生委員・児童委員として
地域住民福祉の向上に貢献され
た森井一雄さん（平野）と、民
生委員・主任児童委員に就任以
来、１４年の永きにわたり児童生
徒を取り巻く環境の改善に尽力
された植田桂子さん（西木倉）
の２人が表彰されました。

� 人の動き �

那珂市の人口（２月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，８４９人 （－１６）
　女　　　２８，６８９人 （－ ２）
　計　　　５６，５３８人 （－１８）
世帯数　　２０，２３１世帯 （＋ ７）

○出生　３０人
○死亡　５７人

（１月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　２１，０１８人
　（平成２０年１月末現在・
 前月比２４人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として
支払った金額 ２億８，４６０万円
　（平成２０年１月・
 前月比１，２８９万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

�������	
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市税の納付には、便利で確実な口座振替制度の利用をお勧
めします。

●手続方法／預貯金口座のある市内の金融機関または郵便局
に、納税通知書、預貯金通帳、通帳印をお持ちの上、備え
付けの申込用紙に必要事項を記入して、窓口でお申し込み
ください。

●振替開始／市から後日「口座振替開始期のお知らせ」のは
がきを送付します。おおむね依頼した日の翌月から口座振
替が開始となります。

※固定資産税・都市計画税を期別振替から全期前納振替へ変
更する場合は、変更届が税務課に用意してありますので、
３月中に提出してください。

■市税の納付は口座振替で

問い合わせ／市税務課収納推進室　�２９８－１１１１　内線１６７■平成２０年度市税等の納期のおしらせ

※　固定資産税は償却資産を含みます。
※　各納期限は月の末日（１２月は２５日）です。ただし、納期限が土・日曜日、祝日に当たるときはその翌日となります。

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
４期３期２期１期市県民税（普通徴収）

４期３期２期１期固定資産税・都市計画税
全期軽 自 動 車 税

８期７期６期５期４期３期２期１期国民健康保険税（普通徴収）
８期７期６期５期４期３期２期１期後期高齢者医療保険料（普通徴収）
６期５期４期３期２期１期介護保険料（普通徴収）

１月１５日～２月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

野木利三郎 ２０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 １２，０００円
平成２０年新成人那珂第四中学校
同窓会参加者 ２０，８５０円
根本毅 ３０，０００円
那珂市立菅谷東小学校 ３３，９６５円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。

 �２９８－８８８１
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／４月１５日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

日時／４月１７日（木）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯垢染め出し、歯科衛生士によ

るブラッシング指導、歯に関す
る相談

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　現在、市内では５地区（戸崎、西木
倉、門部、神崎額田、戸多北部地区）
で農業集落排水が供用されています。
集落排水は、地域におけるし尿、生活
雑排水などの汚水を処理し、きれいな
水にします。農業用用排水の水質保全、
農業用用排水施設の機能維持や快適な
生活環境改善の観点から、農業集落排
水区域のかたでまだ接続されていない
かたは、早めの接続をお願いします。
※農業集落排水に接続するための工事
は、市指定の排水設備指定工事店へ
ご依頼ください。指定工事店が分か

らない場合は、下記までお問い合わ
せください。または市のホームペー
ジでもご覧いただけます。
○市ホームページ

　http://www.city.naka.lg.jp

問い合わせ／

市農村振興課集落排水維持管理係

�２９８－１１１１　内線２６３

　最近、緊急地震速報の受信装置設置
の義務化を偽ったり、気象庁の名をか
たった訪問やアンケート調査などの行
為が行なわれたりしているとの情報が
あります。
　気象庁では、市民の皆様に緊急地震
� ��������������������������

速報受信装置の設置等を義務付けた
� ����������������������������

り、直接設置に伺ったりすることはあ
� ����������������������������

りません。また、アンケート調査を行
� �������

う場合でもご家庭を直接訪問したり、
個人情報の記入をお願いしたりするこ
とはありませんので、ご注意ください。
これまでに寄せられた情報の例／

○気象庁の依頼などと名乗って、「緊急
地震速報」の受信装置の取り付け等
を理由に、ドアを開けさせようとす
る者が来た。 
○「緊急地震速報」に関するアンケー
ト調査を口実に、名前や住所などの
個人情報を記入させられた。
○「市町村の防災センターからの依頼
です」などと名乗って、「緊急地震速
報」の受信装置を家庭へ設置するこ
とを行政が義務化しているかのよう
な説明を行い、販売しようとする業
者が現れた。
問い合わせ／

気象庁地震火山部管理課

�０３－３２１２－８３４１　内線４５０５・４５１６

��������
法律相談

緊急地震速報に係る悪質商法や
不審な人物などに
ご注意ください

こども歯科相談のおしらせ

農業集落排水に早めの接続を�

��������

６日　なかむら内科・
　　　泌尿器科クリニック （飯田）

�３５３－２３１０
１３日　塙内科消化器科 （後台）

�２９５－２１１０
２０日　慶和病院 （鴻巣）

�２９５－５１２１
２７日　那珂クリニック （中台）

�２９５－９８００
２９日　えびすいクリニック （竹ノ内）

�２９５－８８８１

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９
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■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００
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父・和也さん　母・里佳さん
３月１５日生まれ（瓜連）

父・崇明さん　母・里美さん
３月１６日生まれ（戸）

父・裕輔さん　母・志保さん
３月２３日生まれ（竹ノ内）

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね

の
び
の
び
元
気
に
育
っ
て
ね

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
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ゆう き
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なぎ

��������� ���

み さき
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３月 March ４月 April

土金木水火月日

５４３２１
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３０２９２８２７
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【一般図書】
●「カソウスキの行方」津村記久子／講談社
●「空で歌う」中山智幸／講談社
●「平成大家族」中島京子／集英社
●「ブランケット・キャッツ」
　　　　　　　重松清／朝日新聞社
●「月のころはさらなり」
　　　　　　　井口ひろみ／新潮社
●「親指の恋人」石田衣良／小学館
●「うちへかえろう」小川内初枝／小学館
●「フラミンゴの家」伊藤たかみ／文藝春秋
●「新・御宿かわせみ」平岩弓枝／文藝春秋
●「運命の書(上・下）」
　ブラッド・メルツァー著、越前敏弥 訳
　／角川書店
●「フェレットの冒険
（１海の救助隊・２嵐のなかのパイロット）」
　リチャード・バック著、法村里絵 訳
　／新潮社 ほか

������������
記録媒体の飛躍的な小型化により、
人々は一生のうちに見聞きする総て
を記録出来るようになる……情報化
社会の行き着く先が人間にもたらす
ものとは？
記憶と記録、そして時間をめぐる壮
大なエンタテインメント！
（角川書店ホームページより）
服部真澄／角川書店

��������	
��������	

������������

ルーマニアの山中で、埋もれていた
中世の城が発見された。
まるで昨日まで誰かが住んでいたか
のように保存状態の良い、不思議な
城だった。
その城の壁には、日本人と思われる
女性の肖像画がかけられていて…。
（角川書店ホームページより）
赤川次郎／角川書店

土金木水火月日

１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３１３０ 休館日（４月から毎月最終木曜日が休館となります。）



広報なか３月号１９

菅
谷 

岡
�　
　

希
來
 々

秀
一

後
台 

鈴
木　
　

零
良 

博
守

菅
谷 

會
澤　
　

諒 

勝
則

平
野 

田
中　
　

愛
美 

博
之

菅
谷 

恒
石　
　

翼 

敬
司

瓜
連 

綿
引　
　

真
由 

英
樹

菅
谷 

野
口　
　

晃
奨 

雅
則

後
台 

會
澤　
　

心
和 

光
正

豊
喰 

海
野　
　

奈
美 

祐
次

平
野 

大
山　
　

�
斗 

仁

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

菅
谷 

前
田　
　

�
男 

　

歳
８０

飯
田 

山
�　
　

一
男 

　

歳
７１

戸
崎 

磯
崎　
　

吉
助 

　

歳
７６

横
堀 

野
上　
　

清 

　

歳
８６

杉 

瀬
谷　
　

久
男 

　

歳
６７

戸 

�
橋　
　

ひ
さ 

　

歳
８９

飯
田 

青
山　
　

信 

　

歳
８３

横
堀 

加
藤　
　

文
男 

　

歳
８４

■材料
豚肉（しゃぶしゃぶ用） …… １６０ｇ　　　
じゃがいも ……………………１００ｇ　　　
生しいたけ ……………………２枚　　　
にんにく ………………………適量　　　
長ねぎ …………………………３～４�　
サラダ油 ………………………少々　　　
味噌 ……………………………２０ｇ　　　
しょうゆ ……………大さじ１／２　　　
酒 ……………………大さじ１／２　　　
砂糖 …………………小さじ１／２　　　
アルミホイル ……… ３０�×３０�：２枚　
　　　　　　
■作り方
①豚肉は１枚ずつくしゃくしゃにして一口
大にまとめる。
②長ねぎは一口切りにする。
③じゃがいもは食べやすい大きさに切り、
電子レンジで加熱しておく。
④生しいたけは食べやすい大きさに切る。
⑤Ａを混ぜ合わせて味噌だれをつくり、長
ねぎを加える。
⑥アルミホイルの中央にサラダ油を薄く塗
り⑤の味噌だれを半量敷き、豚肉、じゃ
がいも、生しいたけを並べ上から残りの
味噌だれをかけ、アルミホイルでぴっち
りと包む。
⑦１８０度のオーブンで７～１０分焼く
※オーブンの代わりに魚焼きグリルやオー
ブントースターでもOK

����

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

�������

瓜
連 

西
野　
　

�
ね 

　

歳
１０３

額
田
東
郷 

平
山　
　

謙 

　

歳
８６

平
野 

大
平　
　

直
吉 

　

歳
８４

菅
谷 

藤
田　
　

安
之 

　

歳
７７

中
台 

横
山　
　

モ
ト 

　

歳
８９

額
田
北
郷 

岩
佐　
　

皓
夫 

　

歳
７３

菅
谷 

寺
門　
　

京
子 

　

歳
６１

後
台 

藤
咲　
　

四
良 

　

歳
７５

北
酒
出 

山
�　
　

千
之 

　

歳
８７

杉 

木
野
内　

�
有 

　

歳
８４

下
大
賀 

疋
田　
　

好
司 

　

歳
６０

本
米
崎 

渡
引　
　

勝
義 

　

歳
８２

門
部 

小
林　
　

芳
雄 

　

歳
８３

本
米
崎 

田
口　
　

ま
さ 

　

歳
９１

菅
谷 

秋
山　
　

八
重 

　

歳
７５

菅
谷 

齋
藤　
　

う
め 

　

歳
９２

下
江
戸 

小
貫　
　

�
夫 

　

歳
７８

額
田
北
郷 

中
島　
　

耕
造 

　

歳
５０

下
大
賀 

寺
門　
　

久 

　

歳
７６

南
酒
出 

桐
原　
　

あ
さ 

　

歳
９６

北
酒
出 

中
村　
　

貞
一 

　

歳
８２

中
台 

斉
藤　
　

務 

　

歳
９１

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

杉 

宇
佐
美　

悠
斗 

堅
行

菅
谷 

海
野　
　

結
菜 

正
司

菅
谷 

長
我
部　

亮 

清

菅
谷 

佐
藤　
　

樹
梨 

佳
史

後
台 

峯
島　
　

寧
 々

勝
則

中
台 

木
名
瀬　

喬
二
朗 

友
和

瓜
連 

小
薗　
　

佑
翔 

信
博

菅
谷 

成
田　
　

祥
隆 

真
喜
夫

平
野 

今
井　
　

南
緒 

真
理

菅
谷 

宮
田　
　

萌
衣 

知
彦

杉 

冨
山　
　

拓
磨 

英
知

菅
谷 

今
福　
　

優
弥 

智
礼

菅
谷 

�
井　
　

愛
心 

健
太
郎

横
堀 

江
沼　
　

璃
音 

敏
夫

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�

額
田
南
郷 

加
藤　
　

菊
男 

　

歳
９６

戸 

小
泉　
　

武
雄 

　

歳
８６

菅
谷 

平
塚　
　

よ
し
の 

　

歳
９０

西
木
倉 

山
田　
　

な
み 

　

歳
９５

静 

塙　
　
　

千
代
重 

　

歳
８９

鹿
島 

箕
川　
　

�
次 

　

歳
８１

額
田
北
郷 

大
�　
　

仁
郎 

　

歳
７５

杉 

木
野
内　

せ
つ
子 

　

歳
６８

飯
田 

関　
　
　

シ
モ 

　

歳
８４

菅
谷 

小
國　
　

ツ
ル 

　

歳
８８

中
台 

佐
藤　
　

博 

　

歳
６４

菅
谷 

佐
藤　
　

武 

　

歳
７４

後
台 

大
山　
　

市
郎 

　

歳
８３

戸
崎 

古
田
�　

稔
久 

　

歳
７６

瓜
連 

川
野
�　

義
生 

　

歳
６４

古
徳 

江
幡　
　

す
み
� 

　

歳
７５

本
米
崎 

岩
間　
　

ハ
マ 

　

歳
９６

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■在宅介護は食事作りも大変です。
　時には既製のタレや調味料を使うことも
ストレスをためない方法です。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会那珂支部

横堀（介護食部会）

稲田昌子さん

�

�
�

�
�

Ａ



２０

厚
に
し
て
精
巧
。
昨
年

の
秋
、
中
台
２
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
「
世
代
間
交
流
」
の

催
し
の
中
で
、
そ
の
大
き
さ
と
完

成
度
の
高
さ
か
ら
注
目
を
集
め
た

木
造
模
型
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
の
原
型
は
奈
良
・
薬
師
寺

東
塔
。
仏
教
伝
来
と
と
も
に
始

ま
っ
た
当
初
の
寺
院
建
築
か
ら
奈

良
、
平
安
時
代
に
確
立
し
た
和
様

建
築
物
で
、
そ
の
日
本
建
築
物
の

造
形
美
に
魅
了
さ
れ
た
模
型
製
作

者
、
堀
正
さ
ん
が
約　

年
の
歳
月

１２

を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
作
品
で
す
。

　

模
型
作
り
に
至
っ
た
き
っ
か
け

は
、
市
販
の
プ
ラ
モ
デ
ル
の
出
来

映
え
に
あ
っ
た
そ
う
で
「
実
物
と

は
違
い
細
か
い
部
分
が
省
略
さ
れ

て
い
る
。
な
に
よ
り
立
体
感
が
な

い
…
」
と
、
不
満
に
思
う
と
こ
ろ

に
「
人
の
手
で
作
ら
れ
た
も
の
。

重

な
ら
自
分
に
も
で
き
る
は
ず
」
と

自
ら
作
製
す
る
こ
と
を
決
意
。
ま

た
堀
さ
ん
は
「
私
の
親
も
同
じ
よ

う
に
山
門
や
神
輿
の
模
型
を
作
っ

て
い
た
と
聞
き
ま
す
。
奉
納
さ
れ

て
い
る
作
品
の
写
真
を
見
て
い
た

こ
と
も
、
始
め
る
き
っ
か
け
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

作
製
に
は
構
想
だ
け
で
約
２
年
。

１
／
１
５
０
プ
ラ
モ
デ
ル
を
５
倍

に
し
て
縮
尺
を
取
り
、
細
部
は
一

度
奈
良
で
実
際
に
見
た
記
憶
、
資

料
写
真
を
基
に
設
計
図
を
作
製
。

組
み
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
る
た

め
と
、
村
松
や
瓜
連
の
山
門
へ
観

察
に
何
度
も
通
っ
た
そ
う
で
す
。

　

作
業
も
ま
ず
は
材
料
集
め
か

ら
。
ヒ
ノ
キ
や
ヒ
バ
の
廃
材
を
も

ら
っ
て
来
て
は
、
設
計
の
と
お
り

一
つ
一
つ
部
品
加
工
を
す
る
ミ
リ

単
位
の
勝
負
。
工
房
に 
篭 
れ
ば
一

こ
も

日
７
、
８
時
間
費
や
し
て
柱
２
、

第����回 

堀　正さん／中台

　奈良／薬師寺・東塔（三重塔）作製

�������������������������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������												
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３
本
と
、
神
経
を
使
う
地

道
な
作
業
を
繰
り
返
し
、

大
量
の
部
品
を
組
ん
で
い

く
そ
う
で
す
。
し
か
し

「
組
ん
で
み
て
は
じ
め
て

気
付
く
歪
み
や
誤
差
、
木

は
乾
く
と
縮
む
こ
と
。
わ

ず
か　

�
の
隙
間
で
も
、

０.５

見
栄
え
が
悪
い
の
で
一
か

ら
屋
根
一
つ
造
り
直
す
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し

た
。
私
は
大
工
で
な
い
か

ら
知
識
も
一
か
ら
。
一
発

で
成
功
す
る
な
ど
無
理

で
、
失
敗
を
積
み
重
ね
覚

え
て
い
き
ま
し
た
」
と
、

好
き
だ
か
ら
こ
そ
妥
協
を

許
さ
な
い
、
納
得
の
作
品

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
着
色
す
れ
ば
、
隙
間
に

パ
テ
な
ど
で
埋
め
て
誤
魔
化
せ
る

で
し
ょ
う
が
、
瓦
の
継
ぎ
目
が
潰

れ
て
し
ま
う
。
私
は
木
の
質
感
も

大
切
に
し
た
か
っ
た
の
で
着
色
は

し
ま
せ
ん
。
完
成
か
ら
日
が
浅
く

作
り
始
め
と
完
成
間
際
の
色
の
違

い
が
出
て
い
る
の
で
、
時
が
経
て

ば
黒
く
朽
ち
け
、
重
量
感
が
増
す

と
も
っ
と
い
い
感
じ
に
な
る
で

し
ょ
う
ね
」
と
、
堀
さ
ん
は
語
り

ま
す
。

　

完
成
か
ら
半
年
、
あ
ま
り
人
目

に
触
れ
ず
に
い
た
三
重
塔
。
家
族

か
ら
の
勧
め
も
あ
っ
て
今
回
の
展

示
に
踏
み
切
っ
た
そ
う
で
す
が
、

「
作
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
の
で
、

完
成
後
の
こ
と
は
何
も
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
余
韻
に
は

あ
ま
り
浸
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に

次
の
建
物
「
平
等
院
鳳
凰
堂
」
の

作
製
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

模
型
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て
堀

さ
ん
は
、「
建
物
が
た
だ
好
き
な
だ

け
で
、
そ
こ
に
建
物
が
あ
る
か
ら

作
る
の
か
な
。
友
人
に
は
「
ま
だ

こ
の
く
ら
い
な
の
か
」
と
言
わ
れ

た
り
も
し
ま
す
。
根
性
、
根
気
が

な
い
と
無
理
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ

が
私
の
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
ま

す
よ
」
と
、
生
活
の
一
部
と
し
て

模
型
作
り
に
意
欲
を
持
ち
続
け
、

今
日
も
作
製
に
打
ち
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

▲実物 ▲模型



広報なか３月号２１
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私
の
古
里
は
、
市
と
し
て
日
本

で
も
有
数
の
面
積
を
誇
る
福
島
県

い
わ
き
市
で
す
。
そ
の
よ
う
な
広

い
い
わ
き
市
の
中
で
私
が
生
ま
れ

育
っ
た
の
は
、
浜
通
り
地
方
の
玄

関
口
と
し
て
茨
城
県
に
近
い
勿
来

町
で
す
。
近
く
に
は
、
い
わ
き
名

所
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
勿
来

の
関
が
あ
り
ま
す
。
い
に
し
え
を

ひ
も
解
け
ば
源
義
家
、
通
称
八
幡

太
郎
義
家
が
、
奥
州
征
伐
に
出
兵

の
際
、
あ
ま
り
に
も
美
し
い
桜
に

し
ば
し
足
を
止
め
、
歌
を
詠
ま
れ

た
事
は
有
名
で
す
。
ま
た
、
眼
下

に
広
が
る
勿
来
海
水
浴
場
は
、
遠

浅
で
穏
や
か
な
た
め
、
夏
に
な
れ

ば
首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
や
、
砂

浜
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
す

る
若
者
た
ち
で
一
気
に
活
気
づ
き

ま
す
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
と

し
て
は
、
地
区
単
位
で
催
し
事
を

す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ど
こ
の
家
で
も
一
家
総
出
で
、
春

は
勿
来
の
関
で
花
見
、
夏
は
海
水

浴
を
し
な
が
ら
、
砂
浜
に
景
品
を

書
い
た
カ
ー
ド
を
埋
め
て
宝
探

し
、
秋
に
は
各
家
々
が
朝
か
ら
準

備
を
始
め
盛
大
に
芋
煮
会
を
し
た

り
と
、
そ
の
時
期
ご
と
に
楽
し
み

に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
海
が
近
い
た
め
に
新
鮮

な
魚
が
毎
日
食
卓
に
出
て
い
た
こ

と
も
思
い
出
し
ま
す
。
自
転
車
の

荷
台
に
氷
を
詰
め
た
魚
箱
を
乗

せ
、
毎
日
の
よ
う
に
魚
屋
さ
ん
が

売
り
に
来
ま
し
た
。
あ
ん
こ
う
の

吊
る
し
切
り
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の

家
で
行
っ
て
お
り
、
父
が
さ
ば
く

手
伝
い
を
し
た
こ
と
な
ど
、
今
で

は
い
い
思
い
出
で
す
。

　

そ
ん
な
実
家
近
く
に
も
、
徐
々

に
都
市
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
子

ど
も
の
こ
ろ
小
鳥
を
捕
っ
た
り
、

魚
を
釣
っ
て
遊
ん
だ
野
山
や
小
川

は
宅
地
に
変
ぼ
う
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
い
気
も
し

ま
す
が
、
昔
の
風
景
は
生
涯
心
に

焼
き
付
い
て
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ「
来
る 
勿 
れ
」な
ど
と
読

な
か

ま
ず
、
桜
の
季
節
に
で
も
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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甲高秀紀さん／菅谷

■ふるさと一口メモ
福島県の東南端に位置し、南部は茨城
県と接している中核市いわき市。豊か
な自然環境と温暖な気候風土に恵ま
れた地域。
いわき市の魚「めひかり」は、底引き網
で漁獲される体長１５センチメートル
ほどの「アオメエソ」という魚で、目が
非常に大きく、青緑色に光ることから
通称「めひかり」と呼ばれている。いわ
き沖のめひかりは脂がのって特にお
いしいといわれ市の特産品となって
いる。
人口約３５０，０００人。

福島県

いわき市

▲



 

再生紙と大豆油インキを使用しています。 

　
私
は
昨
年
か
ら
、
介
護
老
人
保
健
施
設

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
那
珂
で
失
語
症
や
構
音
障

害
、
摂
食
・
嚥
下
障
害
等
が
あ
る
か
た
に

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
言
語
聴
覚
士
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。
言
語
聴
覚
士
を
志
し
た
の

は
以
前
、
脳
梗
塞
に
よ
り
失
語
症
を
患
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
思
う
よ
う
に
と

れ
ず
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
た
祖
父
が
、

言
語
聴
覚
士
の
か
た
と
接
す
る
こ
と
で
見

る
見
る
う
ち
に
表
情
が
明
る
く
な
っ
て
い

く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
の
仕
事
に

魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
経
験
を
積
む
と
同
時
に
、

新
し
い
情
報
を
得
る
た
め
に
積
極
的
に
学

会
等
に
も
参
加
し
て
、
そ
こ
で
習
得
し
た

知
識
を
仕
事
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
時
折
、
祖
父
の
笑
顔
を
引
き
出
し
て
く

れ
た
リ
ハ
ビ
リ
の
光
景
を
思
い
出
し
て
は
、

私
も
多
く
の
か
た
の
表
情
を
明
る
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
さ
ら
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　１月４日から５日、那珂市教育
委員会・那珂市体育協会主催の少
年少女スキー・スノーボード教室が
福島県の裏磐梯スキー場で開催さ
れました。当日は天候に恵まれ、
２日間とも絶好のスキー日和となり、

小学４年生から中学２年生合わせ
て７９人の皆さんが参加しました。
最初は滑れなかった初心者のかた
も上手に滑れるようになって、見
渡す限りの広大な白銀世界の中で、
気持ちいい滑りを楽しんでいました。 

●白銀の世界にて　少年少女スキー・スノーボード教室 

笑顔を引き出せる�言語聴覚士�に 

飯島亜希子さん 
平野　２３歳 

3838

本米崎小学校　２年　佐々木杏奈さん 

芳野幼稚園 
かとうあいじろうくん（６歳） 

はくちょうけんがくにいきました。しょ
うがっこうからきゅうしょくのパンをも
らって、はくちょうにあげてきました。 

はくちょうがはねをばたつかせて
いたのがとてもかっこよかったよ。 

額田保育所 
さわはたゆひろくん(６歳） 

本米崎小学校　５年　稲川晃生さん 本米崎小学校　５年　南健志郎さん 

印刷／いばらき印刷株式会社 




